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論文 奈良時代権衡制度に 関す る
一

考察
＊

一 大小 制の 問題 を 中心 と して
一

大 隅　亜 希 子
＃

は じめ に

　 古代 の 日本社会で は 、中国 ・朝鮮 半島 との 交

流 を通 し て 、中国で確 立 した計量制度 が流入 し

て い た。そ し て 、律令 国家の 確立期に は 、 唐 に

な ら っ て 雑令 ・関市令 ・職員令 に、計量単位や

計量方法に 関わ る諸制度が定め られ た
ω

。 しか

しなが ら、江戸時代の 考証家狩 谷筱斎以来の 先

学に よ り指摘 され て い る よ うに
 

、 律令 に定め

られ た計量 制度 は 、必 ず し も当時 の 度量衡 の 実

態 を反映 して い るとは い えない 。なか で も、権

衡 （重 量 ）の 大制 と小制の 問題 に つ い て は 、雑

令に見 え る規定 と諸 史料にお ける実際 の 使用 例

とが、あま りに か け離れ て い るた め 、 令文 の 解

釈 の み で な く、奈良時代に お ける権衡 の 実態 の

把握 も困難 に して きた と言 っ て もよい 。そ こ で

本稿で は 、 正 倉院文書 とし て伝 来 した 帳簿 の 分

析 か ら 、 八世紀 にお ける大小制の 実態に つ い て 、

あらため て 考察す る こ とを試み た い 。

　本論 に 入 る 前 に 、 日唐 両令 に 定め られ た 大

制 ・
小制 に つ い て確認 して お く。 唐令拾遺雑令

復 旧 第四 条 〔開 元 7 年 ・25 年令〕で は、大制 ・

小制 の 使 い 分 けを次 の よ うに規定 し て い る 。

　　諸積秬黍為度量権衡者、調 二 鐘律 、測 ＿ 暑

　　景一、合 二 湯薬一、及冠冕服制則用之、此外官

　　私悉用 一大者＿。

　
一

方 、 養老 （大宝 ）雑令第 2 度地 条 の 規定は

次の 通 りで ある 。

　　凡度 レ 地 、量 二銀銅 穀一者、皆用 レ 大 。 此外 、

　　官私 悉用 一小者一。

　前稿で は 、日本律令国家が 、雑令第 2 度地 条

を、こ うした唐令 とは異 なる内容 に改編 した経

緯に つ い て 考察 した。本条が 立案 された 7 世紀

後半か ら 8 世紀の 日本社会は 、 大制 と小 制の使

用 を唐制同様 に 区別で き る段 階で はな か っ た 。

なぜ な ら、日本 に最初 に流入 した権衡は南朝系

の 小制 と推 定 され、小 制 の 普及 が著 しか っ た と

考え られ るため である 。 日本令 の 「此外 、官私

悉用小者。」 とい う文 言 は 、 当時 の 社会状況を

ふ ま え て 作文 され た と考え られ る 。

一
方 で 、同

時期 にお ける銭貨発行 と関連 して 、当時の 社会

で は 、価値尺度機能 をもつ 銀 ・銅 ・穀の 管理 が

課題 で あ っ た。 日本律令 国家は 、 大制 に よ っ て

規格 され た銭貨に あわ せ て 、
こ れ ら の 物品を大

制 に よ っ て 計量す る こ とで、銭貨を 中心 とす る

貨幣の 計数的な把握 を実行 しよ うと した
（3）

。

　条文の 言い まわ し こ そ唐令 と似て い る もの の 、

日本律令 国家の 大小 制に対 す る認 識 は 、 中国 と

は全 く異 質の も の だ っ た の で ある 。 雑令第 2 度

地 条が 立案され た段階で は、価値尺 度機能 を も

つ 銀 ・銅 ・穀 の 計量に 大制を徹底 させ る こ とに

目的が あ り、大制 と小制 を用 途に分 け て 使い 分

け よ うとい うね らい は なか っ た の で あ る。

　本稿 で は 、法規定を解釈 した前稿に 続い て 、

実際の 史料中にみ る大制 ・小 制 を分析 し、そ の

実態を考 え て み た い
。 こ の 問題 に関 し て は、既

に木本秀樹氏に よ る先行研究 が あ る。木本氏は 、

正倉院文書や 『延 喜式』な どにおい て、大 ・小

の 区別が記載 され て い る物 品 を整理 され た 上 で 、
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「大 方にお い て は法令 の 規定 と は 別 に 、大 ・小

二 制 が 広範に、 しか もか な り裁量あ る方 法で 使

用 され て い た 」 と推測 された ω 。膨 大な史料の

整理 に よ っ て 導きだされ た氏の 見解 には説得力

が ある もの の 、
一

方で 、 分析 の 対 象を 「大」 「小」

を明記 し た もの に 限定 した こ とに よ っ て 、その

結論 に限界を生 じさせ た の で はな い だろ うか 。

なぜ な ら、木本氏 も指摘 され る よ うに、正倉院

文 書を は じめ 、諸史料 に記載 され る計量 値は 、

大 ・小 の 区別 を明 記 しない もの が非常 に多い
，

その た め、 こ れ らの 分析な く し て は 、厳密に は

大制 ・小 制 の 実態は 明 らか に された とは い え な

い か らで あ る。

　そ こ で 、本稿 で は 、 大 ・小 の 注記が ない 場合

に つ い て も分析 の 対象 とす る 。 お もに 、正 倉院

文書 と し て 伝来 した造営事業関係 の 帳簿 を 中心

に考察をすすめ る 。 実際の社 会の 中で 、大制 と

小制二 っ の バ カ リが どの よ うに使 い 分 けられて

い たの か を明 らか に して い きた い 。

第 1 節 工 房に お けるハ カ リの調達

　正 倉院文 書は、主に東大寺写経所や、そ の 前

身 とな る写経所機構 に 関す る事務 帳簿 と、造 石

山寺所 関係 の 帳簿 に よ っ て 構成 され て い る。ま

た そ の 中には 、反 故紙 とし て 写経所や 石 山寺に

もた ら され た こ とに よっ て 、正倉院文 書と して

現在 に伝 わ っ た 、い くっ か の 造営事業に 関する

帳簿が含 まれ て い る
（5＞

。 早 い もの で は 、天 平 6

年 （734）の 興福寺 西金堂 の 造営が あげ られ 、ま

た天 平宝字年間には 、天 平宝字 6 年 （762）の 造

石 山寺所関係 の 紙背 文書 とし て伝 来 した 、 天 平

宝字 3〜4 年 （759〜760） の 法華寺金堂 造 営
（6）

が知 られて い る 。

　 こ れ らの 造営事業は 、建築、彩色 、仏具 ・調

度品 の 製作な どを含み 、当時の 最高技術 を駆使

し て 行われ た こ とは想像 に 難 くな い
。 帳簿か ら

は 、当時 の 技術水準の み で な く 、 断 片的で は あ

るが 、 具 体的 な作業 工 程が窺える。福 山敏男氏

は 、建築学 と い う視点か ら、造営事 業関係 の 帳

簿群 を体系的 に整理
・分析 され た

ω
。 ま た 、近

年 で は 、岡藤良敬氏が 、造石 山寺所 に関わ る膨

大な造営史料を整理
・復原 された こ とに よ っ て 、

古代の 造営に関わる様相が具体的に窺 え るよ う

にな っ て きた
（S）

。

　 こ れ ら の 史料に は、以 下 でみ る ように、バ カ

リ
 

の 調達 にか か わ る記 載が確認 され る。こ の

こ とは、
一

連の 造 営事業が バ カ リを駆 使 して遂

行 されて い た こ とを示 してお り 、 帳簿 に記載 さ

れた数値 は 、ま さし くバ カ リよ っ て計量 され た

も の で あ っ た。そ こ で 、本節で は 、八 世紀 の 造

営事業 にお い て 、バ カ リが ど の よ うに して調 達

され て い たの か を、確認 し て お きた い 。

　天 平 6 年 （734）興福寺西金堂の 造営で は、造

営事 業に か か わ る さま ざま な物資 ・物品 が 、皇

后 宮職や 内匠寮 か らの 支給 と、購入 に よ っ て調

達 されて い た。　 「造仏所作物帳 中巻案」 とい う

奥書をも つ 「造仏所作物帳 （案）」
｛t°）

に は 、

事業の た めに調達 され た物資 ・物品が詳細に 記

載 され て い る 。 そ の 中に 、購入 物 品 と して、計

量器 が確認 され る。

　す なわち、作玉所で 使用す るた めに 、
「量一

箇」 が 150 文で購入 され て い る 。 残念 なが ら入

手先 は 不 明で あ る が 、関根真隆氏は、東西市 を

推測 され 、150 文 と い う価格 に つ い て は、当時

の 物価動向か らみ て 、決 して安価 なもの で は な

い と指摘 され て い る
mD

。

　 もっ とも、こ こ で い う 「量 」が バ カ リな の か 、

マ ス な の か を判断 す る こ とは難 し い 。価格 を手

が か りに他の 史料 と比較 して み る と、天平宝 字

6 年 （762）2 月 30 日に 「木 升 1 口 」 が 3 文で 購

入 されて い るの で
（12）

、

一
箇 150 文の 「量 」 が

木製の マ ス で はな い こ とは 明らか で あ る。

　 また 、法隆寺伽藍縁起并流記資財帳 （2 ／ 578

〜624）で は、次 の よ うに 、マ ス を 「斗 ・升」 、

バ カ リを 「量 」 と表 記 し、それ ぞれを 「口 」 「衡」

とい う単位 で数 え て 区別 し て い る 。

　　　　（前略）

　　合度量弐拾麟 齠
衡

升齬
四衡 俵 駟 衡

　　　　（後略）

　 こ の よ うに バ カ リを 「呉量 ・福 量 ・俵 量」 と
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記載 して い る例 もあ るの で 、こ の 時に購入 され

た 「量
一

箇」 が 、バ カ リ で あ っ た 可能性 は 高 い

と思 われ る。

　 次 に、バ カ リの 支給に 関す る例を確認 してお

く 。 造営 事業で はない が 、正 倉院文書には 、彩

色 に関わ る帳簿 も伝来 して い る 。 大仏開眼の 際、

南都六宗 の 経典を納 めた厨子が 、大仏殿に安置

された こ とは有名で あ る
（13）

。こ の 六 宗厨 子 の

彩色に 関 わ る帳簿の 中に 、バ カ リに関する記述

が み られ る 。

　 「充厨子 画所雑物帳」　（続 々 修 46 ／2、3 ／592
〜593 ＞は、天平勝宝 4 年 （752 ）閠 3 月 22 日 か

ら 4 月 6 日にか けて 、厨子画 所 に支給 し た彩色

の 材料等を記録 した帳簿で あ る
〔14）

。

　 と こ ろが 、本帳簿 を一
見 した だ け で は、どこ

で 作成 された帳簿な の か は わか らない 。 し か し

な が ら、天 平勝宝 4 年 （752 ） 5 月 11 日 「写書

所解 （案）　 申請厨子 料雑 丹 事 」　（続修 29  、

3 ／573〜574）で は、各種 の 丹 の 用残報告 に関わ

る帳簿が、写 書所 に よ っ て 作成 されて い る の で 、
一

連 の 彩色事業で は 、 写書所 （東大寺写経所 ）個

が 、事業 に 必要 な雑丹 を管理 し て い た と考え ら

れ る。よ っ て 、厨 子画 所に 対する 日々 の 雑丹 の

支給 を記載 した 「充厨子画所雑物帳 」 は 、写 書

所 が作成 した帳簿 と考 えられ よ う。

　 さ て 、
バ カ リに 関す る記 載 は 、 彩色 料 の 支給

に 関す る記 載の 後 に 、約 10 行 分 の 余 白をあけて 、

次の よ うに書かれ て い る。

　権
一

四月 五 日借間充鋳所　使酒部石垣

　非常に 断片的な記述で あ り、 しか も 、 こ の 記

載に 関連す る史料 は他 に な い の で
、 詳 しい 状況

を知 る こ とは で き な い が、本 帳簿 は、写 書所 に

よ っ て作成 され た もの と考 えられ る の で 、鋳所

に 「権一
」 を あ た えた主体は 、写 書所 と考 え ら

れ よ う。 使 の 酒部石垣 は、他 に確認す る こ とが

で きない が （16 ）
、お そ らく、鋳所 に属 した 人物

と推定 され る。ま た、こ の 時期に 、鋳所 で は ど

の よ うな作 業 が行 われ て い た の か も、史 料 か ら

裏付 け る こ とは で きな い が 、目前 に せ ま っ た大

仏開眼 会 （同年 4 月 9 日）に む けた作業 に 取 り

組 ん で い た こ と と思われ る。その よ うな中、鋳

所 で は、何 らか の 理 由で バ カ リが必 要 とな り、

写書所 に使 を送 っ た の で あろ う。 そ こ で 、写書

所 は、　「仮の 支給」 、つ ま り融通 す る と い う意

味 で 、鋳所 ヘ バ カ リを用立て た の で は な い だ ろ

うか。

　 こ こ で 問題 とな っ て い るバ カ リとは、
一連の

彩色事業 とも、密接 に関わる バ カ リだ っ た の で

は な い だ ろ うか
。 それ は 、 写 書所に とっ て も貴

重 なもの で あ っ た可能性 が高い 。本史料 は 、奈

良時代 にお けるバ カ リの 管理 を示 す 貴重な史料

とい える 。

　 こ れ ま でみ て き た よ うに 、奈 良時代 の 造 営事

業や工 房 で は 、あ る時 は 非常 に 高値で購入 され

た り、また あ る時 には官 司間で 貸与 され る こ と

もあ っ た の で あ る。貸与 に つ い ては 、物 品 の 支

給 同様 に、そ の 記録 を残 して い る こ とよ り、バ

カ リに対する厳重な管理 姿勢を窺 うこ とが で き

る 。

　 次に 取 りあ げる の は、バ カ リの 製作 に 関わ る

史料で あ るが 、こ こ か らも、当時 の バ カ リが安

易 に製作 で きる もの では な か っ た こ とが 窺 える。

　 上院牒　造寺司 政所 （続修別集 5、5 ／67〜68）

　 欲作太平事 斯 者

　右 、為 レ 用 二 寺内 一、件物早速令二 写 造 欲 レ 請 、

　仍注 二 事状一、以 レ牒 、

　　　　　　　天 平宝宇 六年正 月廿 二 日僧 正美

　　　　　　　　　　　　　　　 史生僧 円栄

　 大僧都御宣　　　　　　　　　　　　僧神勇

　天 平宝字 6 年 （762）の 石 山寺造営 にか か わ る

帳簿 と考え られ る上 記の 史料 で は、大僧都 良弁

の 宣に よ っ て 、 造石 山寺所が 「欲作太平事」とバ

カ リの 製作 を依頼 され て い る 。
こ こ で い う上 院

とは 、石 山寺内 に存在 した機関 の こ とで 、大僧

都良弁 の 活動 を支え る機 関で あ っ た とい う
（17）。

造営事業 を行 う造石 山寺所 内で 、バ カ リが製作

され た と い う事実は さるこ となが ら、こ こ で は 、

僧綱 の ト ッ プ で 、し か も東 大 寺 の 頂 点 に 君臨 し

て 寺 内行政 を一
手 に担 っ て い た良弁 の 宣に よ っ

て 、
バ カ リの 製作が命令 され て い る こ とに注 目
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したい 。 なお 、本史料に 関す る詳 し い 考察は 、

別稿 にお い て 行 っ た の で 、そ ちらを参照 され た

い
（t8）。

　以 上の よ うに、奈良時代の 造営事業や工 房で

は 、 確か に バ カ リが存在 し、購入や 、 官司問で

の 融通 、 ある時には 工 房内の 製作に よ り調達 さ

れ て い た こ とが明 らか となっ た。非常に少 ない

例で は あ るが、い ずれも、造営事業や 工房で使

用 され て い た バ カ リが、厳重に管理 され て い た

こ とを表 して い る 。 帳簿に記載 された計量値 と

は、こ の よ うなバ カ リに よ っ て 得 られ た数値で

あ る こ とを忘れ て は な らな い 。次節以下で は、

造営事業に 関す る帳簿に よ っ て 、奈 良時代 にお

け る バ カ リ の機能 に つ い て 考え るが 、計量値や、

帳 簿の 記 載方 法の 分析 を通 して 、 当時の 大小 制

の 使 い 分 け に つ い て 、具体的に検討 し て い きた

い
。

第 2 節　帳簿に み る大小制

　本節 で は、天平 6 年 （734 ）の 興福寺西金 堂造

営 と 、 天 平宝 字 3〜4年 （759 〜760 ）の 法華寺 金

堂造営 に関係す る帳簿を と りあげ る。主に 、帳

簿にお ける大 ・小二 制 の 注記 方法に つ い て 、比

較検討 を行 い た い
。 と こ ろ で 、比 較材料 として

上 記 の 造営事業に 注 目した理由は、とも に寺院

建築 に関わ る事業で あ る こ とに よ る。華麗な荘

厳が加 え られ る寺院建築では 、金 箔や彩色 の 用

途 として 、バ カ リに よ っ て計量 され る素材 に富

み 、 両事業 に 重複 して確認 され る もの も多い 。

そ して、約 25 年 とい う両者 の 時期 的隔た りは 、

大小制 の 実態を 、先学が行 っ て きた物品 別 と い

う視点に加 え て 、年代的に比 較す る こ とを可能

にす る と考 えたた めで あ る 。

　そ こ で 、こ れ ら の 造営事業で 、実際に 大 ・
小

二 制 の バ カ リに よ っ て 計量 され た数量 が 、帳簿

上 で は どの よ うに管理 され て い た の か をみ て い

きた い 。 表 1 は、それぞれ の 関連帳簿
（19）

か ら、

重量 単位 で 表 され る 物 品 を抜き出 し、数量 と と

も に記載 され る 「大 」　「小 」 な どの 注 記 の 有無

と、注記が見 られ る場合 に は、そ の 区別 を整 理

した もの で ある。大 ・小の 注記が あ る場 合に は 、

そ の 文字 （「大」 もしくは 「小 1 ）を記載 し、

注 記 がない 場合 には 「× 」を記 した （帳簿上 に 、

該当の 物 品が 記載 されて い な い 場合に は斜線 を

い れ た）。 こ れ より、天平 6年 （734） と天 平宝

字 4 年 （760）と もに 、 大 ・小二制 の 適用方法 に、

物品や用途の 違い に よ っ て使い 分 けはみ られな

い こ と、また 、注記 の 記載方法 に つ い て も、両

帳簿に共通 し た ル ール はな い こ とがわか る。

　天平 6 年 （734）の 帳簿で は 、表 1 で も明 らか

なよ うに、確認 される注記は全て 「小 」で
（20）、

「大 」 の 注記は全 く付 け られ て い な い
  。そ

れ に対 して 、 天 平宝字 4 年 （760 ）法華寺金 堂造

営 に関する帳簿は 、　「大」　「小 」 それ ぞれ の 注

記 が あ り、白鑷、銅 、鉄精 の よ うに 、注記 の 有

無が統一され て い ない もの もみ られ る 。
こ の よ

うに 、大小制 に関わ る注記の 記載方法 は、帳簿

に よ っ て異 なっ て い るこ とがわ か る 。

　 ま た 、天 平宝字 4 年 （760 ）法華寺金堂造営の

帳簿で は、注記 の な い もの に つ い て も、銅 や海

藻類 などの よ うに大 制 と考 えられ る もの もあれ

ば、彩色 に用 い る絵具類 な ど小制 と推測 され る

も の もあ り、大 ・小 二 制が混在 し て い る よ うで

ある。注記 がな い 場 合 に、大制 ・小制の 適用 を

区別す る こ とは難 しい が、練金 と 白緑 に つ い て

は、天平 6 年 （734）の 帳簿 との 比 較か ら 、 小制

で あ るこ とが判明す る。

　 例 えば、天 平宝字 4 年 （760）の 帳 簿で は、金

箔 17850枚分 の 練金 は、43 両 と数 量 の み を記載

す る （25 ／326）。
こ の 場合、練金 1 両か ら得 ら

れ る金箔の 枚数 は 、 約 415 枚に 換算され る。そ

れ に 対 し て 、天 平 6 年 （734）興福寺西金堂造営

で は 、練金小 1 両に つ き金箔 （金薄）600 枚 を

製作 し、合 わせ て小 153 両の 練金 が使用 された

とい う （24 ／ 40）。両者 の 枚数 に大差 は ない の

で 、天平宝字 4 年 （760 ） の 練金 43 両は 、小制

に よる もの と考 え られ よ う。各時期に お け る枚

数 の 違い は 、 若干 の 厚みや寸 法 の 違 い に よ る も

の と思 われ る ，

　 白緑 に つ い て も、購入価格の 比 較 に よ っ て適
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表 1　天 平 6年興福寺西金堂 ・天 平宝字 4 年法華経金 堂、各造営史料 における大小制 の 注記例

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 No．1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 No．2

物品名
天平 6 年 天 平宝字 4 年

大 ・
小

・× 大 ・
小 ・×

膠 X ×

阿膠 ×

炭 ×

練金 小 ×

銀 × ×

水銀 小 X

白鐺 × 大 ・x

銅 × x ・大

熟銅 ×

鑞蜜 小 小

鉄精 小 × ・小

鉄 X

温石 × 大

生銅 ×

土 X

白石 ×

象牙 ×

金 小

白銅 ×

薪 X ×

胡粉 小 ×

唐胡粉 X

白緑 小 ×

仭沙 小

丹 小 （大）・x

黒鉛 × 大

緑青 小 ×

麒麟 血 小

赤土 小

白青 ×

金青 ×

朱沙 小 ×

用 され たバ カ リを推測す る こ とが で きる。天平

宝字 4 年 （760）に 238 文 で 購入 された 白緑 3 斤

4 両 は 、 斤別 74 文 とい う注記が ある の で （16 ／

300 ）、1 両あた りの 価格は 、約 4．6 文 と計算 さ

れ る
（22）

。 天平 6 年 （734）興福 寺西金堂造営で

使用 され た 白緑 は、小 1斤 4 両を 60 文 で 購入 し、

小 1 両 に つ き 3 文 と換算 し て い る （1 ／567 ） 。

若干 の 価格差 は あ るが、天 平宝字 4 年 （760）に

物 品名
天 平 6 年 天 平 宝字 4 年

大 ・小 ・× 大 ・
小 ・×

同黄 ×

青黛 X

空青 X

紫土 小 X

雌黄 小

薫陸 小

白沙 小

蘇芳 × ×

青金 X

苧 × ×

糸 × X

麻 × X

生糸 ×

調綿 × ×

木綿 X

黄糸 ×

練糸 ×

緋糸 ×

斐麻 ×

紙麻 X

鹿毛 × 小

猪毛 ×

馬 髪 ×

胡桃皮 ×

胡桃葉 ×

比佐宜 葉 ×

木芙蓉 X

蓮葉 ×

垣津幡 ×

海藻 ×

滑海藻 ×

稲 ×

購入 され た 白緑 も、天 平 6 年 （734 ）同様 に小 制

に よ っ て 計量 された もの と考え られ る。

　以 上、大制 ・
小 制 に関 わ る帳簿の 記載 か ら、

両者の 使 い 分 けに つ い て考え て みた。大 ・
小 二

制の 適用に 、雑令第 2 度地条 の 規定が守 られ て

い な い の み で な く、適用 し た バ カ リ を 示 す 注記

に つ い て も、帳 簿 に よ っ て 記載方法 に違 い がみ

られ 、必 ず し も統
一

され て い な い こ とが 明 らか

計 量 史 研 究 23 ［24 ］2001
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とな っ た。特に 、天平宝字 4 年 （760）の 帳簿で

は、同
一

の 物品の 注記に 、大 ・小二 制 が確認 さ

れ る の み で な く、注記の ない もの に つ い て も、

大 ・小 二 制が 混在 し て い る こ とが判 明 し た。 こ

の こ とは、従来 の よ うに、注記 の み に よ っ て 物

品 や 用途 の 違 い を分析 して も、大小制 の 実態 を

解明する こ とは で きな い こ とを示 唆 して い る 。

帳簿上 に 、両者の 区別が細か く記載 され る こ と

は まれで 、　 「大」 や 「小」 な ど の 注記 は、帳 簿

を作成す る案主 （事務官）の 裁量 に 任 され て い

た と考え られ る か らで ある。

　次節で は、物品や用途 に よる使い 分 け とい う

従来 の 視点に は とらわれ ず、大 ・小二 つ の バ カ

リを使 っ て同
一

の 製品 を管理 し て い る帳簿 を分

析 しなが ら、大小 制 の 機能 に っ い て 考えて み た

い e

第 3 節 大小制の実態

　 （1）　 「造石 山寺鉄 充并作上 帳」 の 分析

　本節 で は、天 平宝宇 5 年 （761）末 か ら翌 6 年

（762 ）にか けて の 石 山寺造営に関わ る帳簿を分

析す る 。 取 り上げる の は 、事業で使用 された 工

具や 釘 な ど の 鉄 製品 の 製 作に 関す る 帳簿 （「造

石 山寺所鉄充并作上帳」 ）で あ る。

　 と こ ろで 、本帳簿 を含む造石 山寺所関係文書

とは 、既 に指摘 され て い るよ うに 、事業全 体 に

関わ る帳簿が 、ほぼ一括 し て 現代に 伝わ っ た珍

しい 史料群で ある ， 当時の 社会で は 、帳簿と し

て 使用 され た紙 は、用済み となる と破棄 され る

の が通 例で あっ た。反 故紙 とし て 再利用や転用

され た り 、 時に は漉き返 しが行われ る の で 、造

営や製作にか か わ る帳簿類が 、こ の よ うに
一

括

し て 後世に伝わ る こ とは珍 し い 。造石 山寺所関

係 文書は 、数奇な運 命を辿 っ て 正 倉院宝 庫 に入

っ たお か げで、現 代 に伝 わ っ た の で あ る 。 岡藤

良敬氏は 、石 山寺造営史料 の 紙背 と し て伝わ っ

た 文書 を含 め て 、造 石 山寺所 関係文 書を、　「古

代の 建 築 ・彫 刻 ・絵画 ・諸工 芸 品な どの 、造営 ・

製作の 実態 を と らえ るた め の 貴重な史料」 と評

価 され た   。

　本節 で 検討す る 「造石 山寺所鉄充并作上 帳」

には 、鉄工 作業の 経過が精細に 記録 されて い る。

本帳簿の よ うに、鉄 工 作業の 経過全体 を記録 し

た 奈良時 代の 帳簿は 、管見の 限 りで は 他 に は伝

来 して い ない 。
一

部 、後世の 整理に よる切断に

よ っ て 、欠落 が ある と考 えられ るが 、帳簿本来

の 姿に近 い 状態 に復原す る こ とが で き る 。 そ の

た め 、 鉄 工作業の 経過 の み で な く 、 帳簿を分析

す る こ とによ っ て 、 料鉄や 製品 の 管理 に関わ る

実態が、と らえ られ る の で はな い だろ うか 。

　さて、石 山寺の 造営は、天 平宝字 6 年 （762）正

月 か ら本格的に開始 され 、 事業 に必要 な鉄 製品

の 製作 には、常時
一

人 の 鉄工 が石 山に滞在 し
｛24）

、

雇夫
一

人 と ともに あ た っ て い た。　「造石 山寺所

鉄充并作上帳」 は、事業期 間中に支給 され た料

鉄 と、作上 された鉄製品 を、日付順 に記録 した

事務帳簿で 、造石 山寺所の 控 と し て 作成 され た

正 文 と考 え られて い る 。 な お、本稿で は、岡藤

良敬 氏 に よる復原に よ りな が ら、以下 の 考察を

すすめ る。接続や表 裏関係 な ど の 断簡 に関 する

詳 しい 情報は 、 岡藤氏 の 著書を参照 され た い
（25）。

　本帳簿 には 、 支給 され た 料鉄 （鉄挺）、及 び

作上 され た 鉄製 品 の 数量 （個数） とともに、次

の よ うに、それ ぞれ の 重量が記載 されて い る。

　正 月十六 日充鉄 三 廷 付 瀬 時

　重 九斤 十二 両 嶺蟒＋二 両

　　作上 斧 四 口
重 斫 八 両　　手 斧四 口

重 二 斤八 両

　　　右、作上鉄物等如 レ 件、

　　　　　 　　　主典安都宿祢　　　　下道主

　　 （後略）

　 な かで も注 目され る の は 、作上 （以 下 、本稿

で は 、帳簿上 の 作上鉄物 ・作上 とい う表記 に従

っ て 、報告 され た完成品 を 「作上」 と記載す る〉

の 合計 、及 び製作 の 過程で生 じた損失分や 、返

上 され た余剰分 を、詳 細に集計 し て い る こ と で

あ る。上記 の よ うに 、料 鉄 の 重量 に続 け て 得 （作

上 の 合計） ・損 （損失分 ）、時には 、返 上分が

記載 され て い る 。 こ れ らの 記 載 は、鉄 工 作業が

すす め られ た 天 平宝 字 6 年 （762）正 月 16 日 か

ら、同年 8 月 3 日 ま で
一

貫 して い る 。 表 2 は、
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こ の 間にお ける料鉄 の 支給、作上 の 状況 を、そ

れぞれ の 重量 と ともに整理 した の もの であ る 、

　 表 2 で は 、
A 列 に料鉄 の 支給月 日、B 列 には 、

支給 され た料鉄 の 鉄挺 の 数量 と重 量 を記載 し た
。

C 列 には、帳簿で は料鉄 の 重 量 の 下に 記 され て

い る得 （作上 の 合計） ・損 （損失分） ・返上 に

関す る事柄 を整 理 した。 D 列に は 、製品 を作上

し た 日付 を記入 した。ただ し、帳簿に作上 日が

記載され て い な い 場合 に は 空欄 とな っ て い る。

E 一
  〜  列には 、作上 され た製品名 とそ の 数

量 、及び 重量を列記 して い る 。 た だ し、作上 さ

れた製品が 多 く E 一
  〜  列 にお さま らない 場

合は 、続け て 下段 E 一
  か ら順に 列記 した （例

えば、2 月 9 日、21 日支給 の 料鉄 に よ る 作上物

な ど）。ま た、作上 日が わか る もの は、それぞ

れ D 列の 作上 日に対応 させ て記 した。

　 さて 、表 2 をみ て い く と 、

一
連 の鉄工 作業で

は 、支給 され た 料鉄 ご とに、作 上物の 数量や 重

量が厳密 に 管理 され て い た こ とがわ か る。
一

方

で 、大制 ・小制の 注記 に つ い て は 、大 制が 2 例、

小制が 5 例 で 、あわせ て 僅 か 7 例 の みで ある。

こ れ ら の 注 記 の 意味 に つ い て は 後述 す る が 、

大 ・
小 の 2 つ の 注 記が、ともに確認 され る こ と

に よ っ て 、鉄 とい う同
一

素材 を扱 う工房に お い

て 、 大制 ・小制 の 2 つ の バ カ リが使 用 され て い

た こ とが窺 える。

　注記 が な い も の に つ い て は 、 原 島礼 二 氏 に よ

る重要 な指摘が あ る
（26〕。造石 山寺所 の 工 房 に

支給 され た料鉄は 、天 平宝宇 6 年 （762）2 月 20

日 （2η
を除 くと全 て が鉄挺 に よ る もの で あ っ た 。

1 挺あた りの 重量 は 3 斤か ら 4 斤 にお さま り、
一

定の 規格性 を もつ 原材料 と考 え られ る 。 鉄挺

1挺 あた りの 重 量 で 参考 とな る の が、 『延 喜式』

（主計上 ）諸 国調条で ある。こ こで は 、1 挺 を

大制 の 3 斤 5 両 と定めて い る の で 、 本帳簿 に お

ける鉄挺の 規格は 、　『延 喜式』の 規格 に ほ ぼ
一

致 し て い るとい う。つ ま り、造 石 山寺所に お け

る
一

連 の 鉄 工 作業は 、大制 に よ っ て 料鉄 が計量

され て い た とい う。 また、表 2、C 列 にま とめ

た、集 計の 内訳 （得 ・損失 ・返 上）は 、基本 的

に は各料鉄 の 重 量 と等 し くなる こ とよ り 、 料鉄

同様に注記 の ない 作上 ・損失 ・
返 上も、大制 で

あ っ た こ とが 明 らか で ある。本帳簿にお い て 注

記 の な い 重量は 、大制 によ る も の とい え る 。

　 次 に、注 記の 記載 に つ い て考え て み た い
。 注

記 が あ る の は、次の 8例 であ る 、

　 4月 11 日作上 　 2 寸釘 39隻又 1寸釘 32隻　小

　 　 　 　 　 　 　 　 1 斤

　 4 月 14 日作上 　184隻 （釘）　 小 1 斤 12 両

　 4 月 19 日作上 鷹釘 9隻 小 2 斤 12 両

　 4 月 20 日作上 　2 寸 半釘 4 隻 ・戸 坏 4 口　小

　　　 　　　　　 1斤 6 両

　 6 月　5 日作上　□ 出 1 具　 〔2 両小〕　 ＊ 「3

　　　 　　　　　分」　 1 両

　 6 月 18 日作上　神王 料鉄茎 2 枝　4 両 1 分大

　　　 　　　　　 〔3 両 3分〕

　 6 月 19 日作上　神王 料鉄茎 4 枝 　 〔1斤 10 両

　　　 　　　　　小〕　 9 両大

　 6 月 21 日作上 鉄筋 3 条 大 7 両

　 ＊ 「 」 内 は 朱書 き 。　 〔 〕内 の 数値 は墨で

　　　　　　　 抹消、も しくは訂 正 が加 え ら

　　　　　　　 れて い る もの
。

　 「大」 よ りも 「小」 の 注記 が多 い の は 、

一
連

の 事業 にお け る重 量管理 が、大制 を基 準 と し て

い たこ とに よ る と考え られ る。本帳簿で は 、大

制 には 、通 常、注記 をつ けて い ない の で 、大制

と の 区別 を つ け る意味で 、小 制を適用 した場合

に 「小 」 の 注記 をつ けたの であ ろ う。 と こ ろが 、

6 月 19 日作上 分に つ い て は 、 大制 ・小制 2 つ の

計量値 が記 載 され て い る。 しか も、小 制の 「1

斤 10 両小 」 は 、 抹消 されて い る ， 小 制か ら大制

へ の 換算が 行 われ て い る の で は ない だ ろ うか。

雑 令で は、大 1 両 ＝ 小 3 両 と定め て い る の で ｛2s）、

こ れ よ り 「1 斤 10 両小」 を大制に換算す ると 、

小 1 斤 10 両は 26 両なの で （1 斤は 16 両）、端

数を切 り上 げ る と、大 9 両 と い う数値が 得 られ

る。　「9 両大」 は 、 帳簿上 で 算出 され た数値と

考 え られ る
（29）

。 こ の よ うな小 制か ら大制 へ の

換算は、6 月 5 日 に も行 われて い る 。 　「小 2 両 」

は 小 8 分 （1 両 ＝4 分）な の で 、こ の 場合 も、端

計 量 史研 究 23 ［24コ2001
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数 を切 り上 げる と大制 3 分 となる 。 朱書 き に よ

る 「3 分 」 は、大制 に よる数値 と考え られ る
c3°）。

っ ま り、6 月 5 日、19 日の 作上分の 重量は 、小

制 で計量 され た 後に 、 雑令 の 規定に従 っ て大制

へ 換算され たた めに 、 帳簿で は 、 小 制 に よ る計

量値が抹消 され た の で ある 。

　小制か ら大制 へ の 換算が行 われ た理 由は 、事

業の 料鉄管理 と深 く関わ っ て い る と考え られ る．

繰 り返 し述 べ て い る ように、本帳簿で は、
一

連

の 鉄 工作業を 、 大制 に よ っ て管理 し て い る の で 、

6 月 5 日 、
19 日にお け る小制か ら大制 へ の換算

は 、集計 の ため の 措置 と推測 される。例 えば 、6

月 5 日作上 の 「□出 1 具 」 は、次の よ うに集 計

過程 を追 うこ とが でき る 。

　 「□ 出 1具」 は、5 月 16 日に支給 され た料鉄

2 挺 （7 斤）に よ っ て 製作 され た。帳簿 の 記載 で

は、こ の 料鉄 の うち、製品 の 作上 に使用 したの

は、 「5 斤 9 両 3 分」 で あ っ た とい う。そ こ で 、

こ の 数値 と実際に作上 され た製品 の 重量を比 較

し て み た い
。 5 月 16 日支給 の 料鉄 を原 料 とす る

製 品 は 、以下 の 通 りで ある （ただ し、6 月 5 日

作上 の 「□出 1具 」 は省略 した），

　 6 月 4 日作上　3 寸鷹釘 6 隻 （3 両）

　6 月 7 日作上 　坏戸 4 枚 （7 両）・戸茎 4 隻 （5

　　　　　　　 両 ） ・肱 金 1 具 （2 両）

　 6 月 8 日作上 　4 寸半平頭釘 36隻 （3斤 11両〉・

　　　　　　　 戸 細釘 12 両 （13 両）

　　　　　　　　　　　（ ）内の 数値 は重量 。

　 括弧内に示 した重 量 を合計す る と 5 斤 9 両 と

な る。 さら に 、6 月 5 日作上 ［］出 1 具に つ い て

は、朱書 きに よ る大制 「3分 」 を加 え ると 5 斤 9

両 3 分 とな る 。 こ の 数値は、帳簿に記載 された

作上合計 の 重量 「作上 重 五 斤 九 両 三 分」 と
一

致

し て い る。6 月 5 日 の 作上製品は、小制か ら大

制 に 換算 され た 数値 に よ っ て、集計 が行われ て

い た こ とを裏付 け る こ とが 出来る 。

　 なお 、 同様 に小制 か ら大制 へ の 換算が 行 われ

て い る 6 月 19 日作 上分に つ い て は、当該箇所 に

お ける断簡の 状況 か ら、残念 なが ら、こ の よ う

な集計経過 を辿る こ とが で きな い
。

6 月 19 日の

記載は 、続 々 修 45 ／2 第 9 紙の 第 2 行 目 に 書か

れ て い て 、そ の 下方 に は、整 理 の 付箋 が つ け ら

れて い る 。 内容的 には 、第 8 紙 とほぼ連続 して

い る とみ られる が、第 8 紙 の 左 端に も付箋が っ

け られ、そ し て 、第 8 紙 と第 9 紙 の 問に は、白

い 紙が確認 され る。第 8 紙 の 左端 、第 9 紙の 右

端 は、それぞれ切断 されて い る と考え られ る
（3D

。

現状では 、この 部分を帳簿本来 の 姿に復原す る

こ とは困難 で 、 第 8 紙 と第 9 紙 の 間に は 、 数 行

分が欠落 して い る可 能性 が想定 され る 。
こ の 間

に お け る集計経過 を 追 う こ とは 出来な い 。 しか

し、6 月 19 日作上 分に つ い て も小制の 重量が抹

消 されて い る こ とは 、 6 月 5 日と同様 に 、 集計

時に は大制に よる数値 が採 用 され た推定 され る 。

　
一

方 で 、こ の 他に小 制 が使用 され て い る の は、

4 月 11・14 ・19・20 日作上 の 各製品で ある 、
い

ずれ の 記載 も抹 消 されず、また 、大制 へ の 換算

もみ られ ない 。 そ こ で 、 料鉄 の 集計過 程 で 、
こ

れ らの 小制に よる計量値が どの よ うに処 理 され

て い る の か をみ て み る と、表 2 に明 らか なよ う

に、
一連 の 製品 にか か わる集計 は、行 われて い

な い こ とがわ か る。お そ らく、小制か ら大制 へ

の 換算が 行 われ なか っ たた め に 、帳簿上 で の 集

計がで きなか っ た の で あろ う。 こ の よ うに、造

石 山寺所 の 工 房で は 、大制 ・小制 2 つ の バ カ リ

を使 っ て 、製品 を計量 し、集計の 過程で は 、小

制 を大制 に換算す る こ とで 、大制に よ る
一

元 的

な管理 を可能に し た と考え られ る。

　 （2）奈良時代の ハ カ リと大小制

　 「造石 山寺所鉄充并作上 帳」 の 分析か ら浮 か

び 上 が っ た 大制 と小 制の 実態は、あ くま で 官営

工 房 にお ける もの なの で 、果た して 、それ が 当

時 の 社会全体にお けるあ り方を反映 し て い る も

の な の か はわ か らない 。そ の よ うな中で 、大 制

と小 制の 二 種類 の バ カ リを使用 し な が ら、同
一

の 物品 を管理 し て い た例 が、奈 良時代 の 官営採

銅 ・製錬遺跡 と され る 山 口 県長登銅 山遺跡
｛32）

か ら出 土 した木簡に よ っ て 確認 され る 。 そ こ に

は 、次の よ うに 、天 平 2 年 （730 ）、長門掾 に 配
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分 され る銅 が大斤 と小 斤に よ っ て記載 され て い

る
（33）

。

　木 簡に 記載 されて い るた め 、 断 片 的な こ と し

か わか らな い が 、造石 山寺所以外 の 官営工 房 に

お い て も、　「大斤 ・小斤」 の 二 つ の バ カ リを使

っ て 、同
一

の 素材 を計量 して い た こ とが 、 こ こ

か らも窺 え る。

　 従来の研 究で は、唐令や 日本令に 規定 され た

イ メ
ー

ジ に とらわれ 、 大 制 ・小制の バ カ リに は

規格 の み な らず 、用途 に つ い て も何 ら か の 区別

が ある と想 定 した上 で 、その 法則性を見 出す こ

とに力点がお かれ て い た。 し か しなが ら、以上

の 分 析を通 して え られた実態 とは 、 令規定 とは

か け離れ た も の で あ っ た。令 文 の 規 定 に準 じ て

い る の は、大 1 両 ＝ 小 3 両 とい う規格 の み で 、

そ の 適用 は 、物 品 や用途に よ っ て 、二 種類 の バ

カ リを截然 と使 い 分けて い たわけ では な か っ た

の で ある 。 む しろ、規格 の 違 い とい う特性 を活

か し なが ら、セ ッ トの 計量 器 と し て使用 されて

い た の で ある 。 例 え るな らば、ま さに 、現代の

計量 ス プー
ン （大 さ じ ・小 さ じ） の よ うな 関係

だ っ た と い えよ う。

　しか し、計量には 、3 対 1 と い う整数で は割

り切れ な い 2 種類 の 規格の バ カ リを使 い 、一方

で 、 集計時に は、わ ざわ ざどち らか に換算す る

とい う
一

連の 行為は 、 現代人の 感覚か らす る と、
一

見煩雑 に み え 、実用性に 疑問が残 る 。 最後 に、

こ の よ うな計量が行われ て い た要 因 を考え て み

た い
。

　こ の 問題に つ い て は 、 あ くま で 推測 の 域で あ

る が 、奈良時 代に普及 し て い た バ カ リの構造 に、

そ の 要 因 が求 め られ る の で は な い か と思 う。 当

時 の 社会 で 普及 し て い た の は、天秤で は な く 、

重 点に計 る もの をか け、柄棹 に は 1〜3 つ の 支点

が つ けられ、力点に おかれ た錘 の 位置に よ っ て 、

重 量 を計量す る棹秤 であ っ た （34｝。柄棹 に は 、

目盛 りが ふ られて い て （近 世に な る と 、
こ れ を

星点 とい っ た〉、目盛 りか ら重量を読み と る仕

組み で あ っ た
（35）

，

　 とこ ろ で 、 奈良時代の 重 量単位に は斤 ・両 ・

分 ・銖が あ り、理論上は 、1 両 を 24 分の 1 （1

両は 24 銖 。 1銖 を現行値になお す と約 L7 グラ

ム ）ま で 細分化 し て 表示 す る こ とが 可能で あ っ

た 。 しか しなが ら、大制 に よる計量 の 場合、実

際にそ こ ま で 細分化 した 計 量 は行われて お らず、

多 くは 両、もし くは それ を 4 分 し た 「分」 単位

ま で の 計量 に と どま っ て い る 。　厂造石 山 寺所鉄

充并作 上帳」 に 記載 され た計 量値 も、基本的に

は斤 ・両 ま で の 表示 に と どま っ て い て 、　「分 」

単位は 、先に 分析 した 6 月 5 日作上 の 朱書 き 「3

分 」 と、そ の 集計 に か か わ る 「5 斤 9 両 3 分」

及 び、6 月 18 日作上 の 「4 両 1 分大」 、7 月 中

に作上 され た （作上 日は不 明）　「6 両 2 分」 の 4

例 に すぎな い
。 お そ らく、当時の 大制 に よる棹

秤 に は 、斤 ・両単位 の 目盛 り しか刻 まれて い な

か っ た の で はな い だ ろうか
。

　 とこ ろが 、こ の よ うな構 造で は、計量器 と し

て の 精度に限界が あ っ た の で はな い だ ろ うか 。

大 1 両は現行値 に 換算す る と約 42 グ ラ ム な の で 、

斤 ・
両単位 の み の 目盛 りで は 、1 両 （約 42 グ ラ

・　 「○

・　 「

掾殿 銅

＝月廿 二 日

大津郡 借子
o

大斤七 百廿三 斤 卅
一
　　　　　　　　　　　 朝庭不 申銅

　　　　　　　　 小斤二 千四 百廿 四斤枚八 十四　　　　 天 平 二 年六 ；

　 」

日置若手 　　　　語積 手

日置 比叡　　　　弓削 マ 小 人

下神 マ 乎 自止 　 語 マ 豊田

日置百足 　三 隅凡海 マ 末万 呂

日置小 廣　　　　凡海 マ 恵得

凡海 マ 乙 万 呂

凡 海 マ 勝万 呂

日置 マ 根手

下神 マ 根足

凡海 マ 小廣

　 凡海 マ 袁西

廝 日置 マ 廣手

廝 日置 マ 比 万 呂

　 矢田 マ 大人

　 凡海 マ 末 呂　　」

　 685 × 140 × 9　　011
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ム ）以下の 重量を把握す る こ とが で きない
。 例

えば、　 「造石 山寺所鉄 充并作上帳」 で は 、こ の

こ とに つ い て も裏付け る こ とが で きる。以下の

よ うに、本帳簿にお け る小 制の 計量値を、大制

に換算 し て み ると、下線部 の よ うな端数 が生 じ

る 。
つ ま り、大制の 両や分 単位で は、正 確な数

値 を表示す る こ とが で きな い の で ある。

　 4 月 11 日作上 　小 1 斤 ＝ 小 16 両

　 　 → 大 5 両小 1 両

　 4 月 14 日作上 小 1斤 12 両 ＝ 小 28 両

　 　 → 大 9 両小 1両

　 4月 19 日作上 小 2 斤 12 両 ＝ 小 44 両

　 　 → 大 14 両小 2 両

　 4 月 20 日作上 小 1斤 6 両 ＝小 22 両

　 　 → 大 7 両小 1両

　 6 月 5 日作上 　小 2 両＝小 8 分

　 　 → 　大 2 分小 2分

　 6 月 19 日作上 小 1斤 10 両 ；小 26 両

　 　 → 大 8 両小 2 両

　 上記 の 下線で 示 し た端 数 を現行値 に 直す と、

小 1 両は約 14 グラ ム な の で 、7〜 28 グ ラ ム とな

る 。 帳簿上 の 管理 で は、こ れ らの 端数を、6 月 5 ・

19 日作上分が 、切 り上 げとい う操作 を行 っ て い

る よ うに、誤 差の範 囲で処 理 されて い た の で あ

ろ う。 し か し、工 房な ど の 現場 で は 、誤 差で 済

ま せ る こ と は し な か っ た の で はない だ ろ うか 。

そ こ で 使用 され た の が 、小制 の バ カ リだ っ た の

で ある。大制 に よる計量 を基本 とす る場合 に も 、

時 には 、小制が使 用 され て い る の は 、正確 な計

量 を 目的 とし て い たた め と考 え られ る 。

　 っ ま り、奈良時代に は 、大制 と小 制 と い う 2

つ の バ カ リを使用 する こ とに よ っ て 、か な りの

精度の 計量 を行 っ て い た とい える 。 大 1 両 （42

グラ ム ）以 下 の 表示は 、 分単位 （大 1 分 ＝10．5

グラ ム ） で あ ら わ され る こ と もあ っ たが 、通 常

は 、小 制 に よる計量がお こ な われ て い たの で は

な い だ ろ うか。なぜ な ら、小 1分 は約 3．5 グ ラ

ム
、 ま た小 1 両は 約 14 グラ ム なの で 、小 制 を用

い る こ と に よ っ て 、大制で は不可 能 と考 え られ

る 10 グラ ム 以 下 の 精度 が得 られ た ため で ある。

おわ りに

　奈良時代の 官営工 房 で は、購入 ・官司 間で の

借貸 ・製作 な どに よ っ て 、
バ カ リが調 達 され 、

製作の 過程 では 、バ カ リを駆使 した計量が行 わ

れ て い た
。 当た り前の よ うな こ とで あるが 、こ

の よ うに 計量器の 所在が確認で きて、併せ て 計

量器 に よ っ て得 られ たデータ （計量値）に つ い

て も知 られ る古代の 史料は 、今 の と こ ろ 、 正 倉

院文書 をお い て 他 には ない
。

　六 国史や律令 に規定 され た計量制度 は 、あ く

ま で 法制 上 の もの で しかな く、そ こ か ら実態 を

推定す るこ とは難 しい
。 奈 良時代 にお ける大小

制 の 問題 は 、従来よ り 、 令条文 の 解釈 と実態 の

解明が繰 り返 されて きた に もか か わ らず、両者

の 関係が整合的 に 説 明 され る こ とはなか っ た。

　前稿の 考察で は、養老 （大宝）雑令第 2 度地

条が、貨幣政策の
一

環 として 規定され たもの で 、

唐令に定 め る大小制 は継受 され なか っ たこ とを

証 明 した。こ れを うけて 本稿で は、正 倉院文 書

に よ っ て 、大小 制 の 実態 を分析 し た。

　 奈良時代 にお け る大制 と小制 とは、本稿 の 分

析 に よ っ て も 、 物 品 ご とに用途が 限定 され て い

たわ けで は な か っ た こ とが 明 らか とな っ た。両

者 の 区別 は 、用途や物品で は な く、計量す る対

象の 重量 で決 定 され て い た の で あ る。あ えて 両

者の 使 い 分 けを規定する な らば、お そ ら くぐ大

1両 （約 42 グ ラ ム）以 下 の 精密度が要求 され る

場合 に は 、小 制に よ る計量 が 行 われ て い た、 と

結論付 け られ る。工 房な ど の 現場 で は、こ の よ

うな大 制 と小制の 使用 に よ っ て 、 計量の 精度 を

高め て い た の で ある。

　 一
方で 、 大制 と小制 の 双 方で計量 された物品

を、帳簿上に お い て 集計す る場 合 には 、雑令 の

規定 に従 っ て どちらか に 換算して い た 。 　「造石

山寺 所鉄 充并 作 上帳」 で は 、小制 を大制 に換算

す る こ と で 、大制に よ る
一

元 的な把握 を行 っ て

い た 。こ れ よ り、天 平期に つ い て い え ば、計量

の 基 準は 大制 で あ っ た とい え よ う 。

　 本稿で は、触れ る こ とが で きなか っ たが 、平

安時代に な る と、大小 制に 関わ る法令 が大幅 に
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改編され る 。
10 世紀に成立 した 『延喜交替式』

『延 喜式』で は、養老 （大宝）雑令第 2 度地 条

か らの 大幅な 改編が 行われ て い て 、小制の 用途

が限 定 され て 、大制が 計量の 基準 とし て 定め ら

れ て い る。 これ は、唐令 に酷似 した内容で ある

こ とは、従来 よ り指摘 され て い る 。 しか しなが

ら、こ の よ うな大小 制に 関す る法令上 の 改編が
、

い つ な された の か に つ い て は 、今 の とこ ろ見 解

が 統
一

されて い ない 。奈良時代段階にお い て 、

既 に唐令 に準 じた規定にな っ て い た の か 、 そ れ

と も、延 喜年間 （901〜922 ）に な っ て 初め て 改

編が 行われた の か 、い ずれ に して も、こ の 問 題

を実証的 に論 じた も の はな い 。本稿で は、こ の

問題 に つ い て は触 れ る こ とが で きなか っ た。今

後 の 課 題 で あ る 。 本稿 で 明 らか に し た奈 良時代

に お け る大小制 の 実 態 を踏ま え、また
一

方で 、

これ まで あま り注 目され る こ と の なか っ た平安

初期 の 計量制度 に つ い て も整理 した上 で 、い ず

れ私見を提示 で きれ ば と思 っ て い る 。

注

（1）度量衡 関連の 令規定は次 の 通 り。 職員令第

　 33 大蔵省条。職員令第 66 左京職条 。 職員令

　 第 67 東市 司条。職員令第 68 摂津職条 。 関市

　 令第 14 宮私権衡条。関市令第 15 用 称 条 。 雑

　 令第 1 度十分条。雑令第 2 度地条。雑令 第 3

　 用 度量条 。 雑令第 4 度地五 尺 為歩条 。

（2）狩谷椴斎 『本朝度量権衡攷』　（東洋文庫 『本

　 朝度量 権衡攷 』1 ・2、平凡社、1992 年） 。

（3）拙稿 「日本古代の 権衡制度」　 （『ヒ ス トリ

　 ア』174 号、2001年 4 月）。以 下、本稿で は

　 前稿 とい う。

（4）木本秀樹 「権衡の 運用」　（『続 日本 紀研 究』

　 231 号 、　1984 年）　o

（5＞ 吉田孝 「律令 時代 の 交易」　（初出は 『日本

　 経済史大系 1 古代』東京大学出版会、1965

　 年、の ちに『律令国家と古代社会』岩波書店、

　 1983年 所収 ）。

（6） 造石 山 寺関 係 の 紙 背文 書 と し て 伝 来 した

　　 「造金 堂所解」 と題 され る
一

連 の 帳簿は 、福

　 山敏男氏 に よる指摘以 来、法華寺阿 弥陀浄土

　 院金堂 と考 えられ て きた 。 それ に対 して 、 黒

　 田洋子氏 は、法華寺金堂 の 発 掘調査報告や 、

　 発願 者 で ある光明 皇太后 をめ ぐる天 平宝字

　 2〜3 年の 状況か ら、　「造金 堂所解 」 が さす

　 金 堂 とは、法華寺金堂で ある と結論づ けられ

　 た （「正 倉院文書の
一

研究 一
天 平宝字年間 の

　 表 裏関係か ら見た伝来の 契機 一
」 『お茶 の 水

　 史学』36 号、1992 年）。本稿で は、黒 田 氏

　 の 見解 に よりなが ら、一連 の 帳簿 を法 華寺金

　 堂造営関連 史料 とみ な して 、 以下の 考察を行

　 う。

（7）福山敏男 『日本建 築史 の 研 究』　（綜芸舎、

　 1980 年 。 初版は 1943年）。

（8）岡藤良敬 『日本古代造営史料 の 復原研究』

　　（法政大学出版 局、1985年）．

（9）本稿では 、 重 量 を計量する た め の 計量器 を

　　「バ カ リ」 と記す 。 また、本来は 重量で は な

　 く、質量 と い う用 語 を使 うべ きで あ るが、18

　 世紀 以前 に は東 ア ジ ア で は 質量 と重 量 （重

　 さ） を区別 する概念 が存在 しなか っ たこ と、

　 そ し て 、本稿が 考察の 対象とす る 律令時代 の

　 史料 ・資料 には 「重 」 と い う文字が使われ て

　 い る こ とよ り、本稿で は
一

貫 して 重 量 とす る，

（10） 「造仏所作物帳 （案）」 の 復原は以下の 通

　 り。な お 、本稿 で は 、 『大 日本古文書 （編年）』

　 所載の 巻 ・頁は、○ ノ ○ で 示 す。接続 の 可能

　 性が ある もの は ＋ で示す 。 行数 に つ い て は 、

　 ○行 と示す。また 、 流出文 書に つ い て は 、国

　 立歴 史民俗博物館編 『正倉院文書拾遺』 （便

　 利堂 、1992 年） の 番 号 を歴博 ○ と略称 し て

　 示す。塵芥 26    （24 ／ 38〜41）＋続修 32

　   （1 ／ 554〜555）、続修 33  （1 ／ 567〜

　 571）、続修 33  （1）　 （1 ／ 566〜567 ，8

　 行）＋ 続修 33  （2） （1 ／ 567，　9〜 11行）、

　 続イ彦…32  　　（1　／　558〜560）　
一
ト続“彦≡32  　　（1）

　　（1 ／ 557，4〜12 行）、続修 32  （2）　（1

　 ／ 558，1〜4 行）＋続修 32  （1） （1 ／ 555 ，　6

　
〜9 彳i）　、　続看彦…32  　（2）　　（1　／　555，　10 彳「r

　
〜556 ）、正集 45  （1 ／ 551 〜552 ）、続 々

計 量 史研 究 23 ［24］2001
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　 修 28 ／ 4  裏 （7 ／ 35〜37）、正集 45  （1

　 ／ 552）＋続修 33  （1 ／ 560〜561）、 正 集

　 45  （1 ／ 552〜553） 。

（11）関根真 隆 『奈良朝食生活 の 研 究』　（吉川 弘

　 文館、 1969年）。

（12）天 平宝 宇 6 年 「造寺料銭用帳」　 （続 々 修

　 43 ／　13、　4 ／　535）　。

（13）野 間清六 「正 倉院文書に見 ゆ る 六 宗厨子 の

　 彩色」 （『建築史』3 巻 5 号 、
1941 年 9 月）。

（14）紙背 は空 。 　 「厨子画 雑物帳絵厨子 文書 中」

　 と題 す る往来 軸が付 け られ て い る 。

（15）　「写書所」 とい う名称は 、 天平 20 年 4 月

　 に 初見 し、天平勝宝年間 （749〜757）を通 じ

　 て 、東大 寺写 経所全 体を包括す る機関名 とい

　 う。山下有美 『正倉院文 書 と写経所の 研 究』

　　 （吉川弘文館、1997年）、250〜253 頁 。

（16） 『日本古代人名辞典』、　 「酒部石 垣 」 の 項

　 を参照 の こ と。

（17）鷺森浩幸 「奈良時代に お け る 寺院造営 と僧

　 一東大寺 ・石 山寺 造営 を中心 に
一

」　（『ヒ ス

　　トリア 』 121号、1988年 12 月） 。

（18）拙稿 「奈良時代 の バ カ リ」　（『続 日本 紀研

　 究 』333 号 、2001 年 8 月）。

（19）天 平 6 年興福寺西 金堂造営関 連史料。　 「造

　 仏所作物帳 （案）」 注 （9）参照 。　 「造仏 所

　 作物帳 中間案」 とい う奥書を もつ 「造 仏所作

　 物帳 （案）」 は、以下 の 通 り。 続修 32  （1

　 ／556〜 557）、続 々 修 35 ／3 裏 （24 ／24〜29
，
4

　 行）、続修 32  （1 ／ 553〜554）、続修 34

　   （1／576〜577＞、続修 34  （1／577〜578）、

　 歴博 6 （24 ／29〜30＞、所在不 明 （24 ／30 〜

　 32）、歴 博 7 （24 ／32〜33）、歴博 8 （24 ／

　 33〜 34）。続 々 修 35 ／3 （24 ／34〜35）、歴

　 博 9 （未収）、続修 33  （1 ／ 565）、続修

　 34  （1／574〜576）＋続修 33  （1 ／5641 ．8

　 〜9）、続修 33  （1 ／562
，
1〜4 行）＋続修

　 33  （1 ／561 ）＋ 続修 33  （1 ／564，2〜4

　 行）、続修 33  （1 ／563，9〜10 行）＋続修

　 33  （1 ／563〜564）、続 々 修 32 ／5  裏 （16

　 ／279） ＋ 続修 33   （1 ／ 562 ，5〜11 行）、

　 続修 33  （1 ／563，1〜8 行）＋続修 33  （1

　 ／564，5〜7行）、続修 34  （1 ／571〜574）、

　 続修 34  （1） （1 ／580，3〜7 行） 、続修 34

　   （1／578〜580）、続修 34  （2） （1／580，

　 8 行〜581）十 歴 博 10 （24 ／35〜 38＞。

　　 法華寺金堂 造営の 関連史料は以下の 通 り。

　　 「造金堂所角￥」続 々 納彦≡38 ／9第 7〜 19紙裏 （16

　 ／253〜 274）、 「造金堂所解 （案）」続修 36 （1）

　　（16 ／280〜283
，
　7 行）、 続々 修 45 ／6  裏（16

　 ／ 306 〜307 ）　、　続イ彦≡35 （2）　（16 ／292，ll彳了〜

　 294）　、　続哲彦 36（2）　（16 ／283，8 彳
二

〒〜290）　、

　 続 f修 35（5）　（16 ／300〜305）　、　続｛修 （3）35 （16

　 ／294〜296，8 行）、続修 35（1）（16／290〜292，

　 10彳テ）　、続蓼彦≡35（4）　（16 ／296，　9 彳i〜300）　、

　 続 々 修 45 ／5  （25 ／308〜309）、続 々 修 45

　 ／5 第 2〜12紙 （25 ／309〜328）、続 々 修 45

　 ／5　（25 ／330〜331）　、続 々 や彦…45 ／5　（25 ／328

　 〜330）＋ 続修後集 42  裏 （未収）、続 々 修

　 45 ／7  裏 （16 ／223〜226）、続 々 修 45 ／7

　　（16 ／216〜219）　。

（20）　 「小」 の 注記 が あ る の は 、 次の 18 品 であ

　 る 。 練金、水銀、鑞蜜、鉄精、白銅、胡粉 、

　 白緑 、仭沙、丹、黒鉛 、緑青、麒麟血 、赤±、

　 朱沙 、紫土、雌黄 、薫陸、白沙。

（21）注記が付 けられ て い ない 物品 は 、次の 34

　 品 で あ る 。 膠 、炭、銀、白鐺、銅 、鉄 、温石 、

　 生銅 、 土、白石 、象牙 、金、薪、蘇芳、苧、

　 糸、麻、生糸、調綿、木綿、黄糸、練糸、緋

　 糸、斐麻 、紙麻、鹿毛、猪毛、馬髪、胡桃皮、

　 胡桃葉 、比佐宜葉 、木芙蓉、蓮葉、垣津幡。

（22） 「斤別七 十四 文」 と い う価格 は 、朱書き に

　 よ る訂正 後の 価格 で 、もとは、「卅両別五 文 」、

　　 「廿二 両別四文」 で 計算 されて い た。

（23） 岡藤氏著書 （注 （8））、4 頁。

（24） 「造石 山寺所鉄 并作上 帳」 に よ る と、和久

　 眞時 と物部根万 呂 は 入れ 替わ りで 、一連 の 作

　 業 に従事 して い た 。　 「造石 山院所 労劇文案」

　　 （15 ／241 〜242）で は、石 山寺造営に 奉仕 し

　 た 鉄工 と し て 、造東大 寺 司番上 少初位上和 久

　 眞時、未選物部根万 呂 の 二 名 を あげる。
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（25）岡藤氏 に よ る復原 は以 下 の 通 り 。 続 々 修

　 45 ／2 第 1〜 4 紙 （15／292〜296，6 行）十続

　 修別集 16  裏 （15 ／295， 7 行〜296，6 行）

　 ＋ 続修別 集 16  裏 （15 ／296，7 行〜297，7

　 彳
7r

）　、続 々 f彦45 ／2 第 5 糸氏　（15／297，8〜 10

　 行）＋ 続修別 集 7  裏 （15 ／ 297〜 298，10

　 彳テ）十 続々 “彦≡45 ／2第 6〜7糸氏（15 ／298〜301，

　 5 行 ）＋続修 26  裏 （15 ／301〜302）＋ 続 々

　 石修 45 ／2 第 8糸氏 （15 ／303
，
1〜 11 彳テ） 、 続 々

　 修 45 ／2 第 9〜10 紙 （15 ／303 〜305
，
1行 ）、

　 続修 46  裏 （15 ／305〜306 ） 。

（26）原島礼二 「律令国家の 年間鉄 使 用 量 （上 ・

　 下）」　 （『続 日本紀研 究 』第 8 巻 2 ・3 号、

　 1961年 2 ・3 月） 。

（27）2 月 20 日に は、鉄挺 で は な く、甲賀殿料

　 古 8 寸打合釘 4隻 （1 斤 4 両）が 、料鉄 とし

　 て 支給 されて い る。

（28）養老 （大宝）雑令第 1 度十分条

　 凡 度。十分為 レ 寸。 十 寸 為 レ 尺 。

一
尺 二 寸 ．為一大

　
一

尺 一。十尺為 レ丈。量。十 合為
レ升。三 升 為一大 一

　 升 。 十升為 レ 斗。十斗為 レ斛 。 権衡。廿 四 銖

　 為 レ 両。 三 両為 ．大両
一

両一。十六 両為 レ 斤 。

（29）一方、6 月 18 日作上 の 神 王 料鉄 茎 2 枝 に

　 は 、　「小 」 の 注 記は な く、　「大 」 の 注記 の み

　 が つ け られ て い る。こ の 注記 の 意味 につ い て

　 は判然 と しな い が 、お そ らく翌 日 （6 月 19

　 日）作上 の 神王 料鉄茎 4 枝の 重量 が 、 当初は 、

　 小 制に よ っ て 計 量 され た の で
、 それ と区別す

　 る意味が 込 め られ て い る の で は な い だ ろ う

　 か 。 　「3 両 3 分」 か ら 「4 両 1 分 」 へ 、数値

　 が 訂 正 され た理 由に つ い ては不 明 で ある 。

（30）6 月 5 日作上 「□ 出 1 具」 の 重量 は 、　「二

　 両小 」 の 右横に 「三分」　「一両」 とい う二 種

　 類の 書 き込 み が あ る。 「一両」 の 意味に っ い

　 て は不 明 で ある 。 し か し、 「二 両小 」 の 抹消

　 は 、「三 分」と同 じ朱書きに よっ て い る こ と 、

　 また、以 下 の 本文 で 詳述す る よ うに 、 集計 に

　 は 「三分 」が採用 されて い た と考 え られ る の

　 で 、 朱書きの 「三分」 が帳簿上で の 正式 な把

　 握で あ っ た と推測 し て い る 。

（31）岡藤氏前掲書注 （8）248 頁 。

（32）八木充 「奈良時代 の 銅 の 生産 と流通」 （『日

　 本歴史』第 621 号 、2000 年 2 月）で は 、長

　 登銅 山遺跡 出土 の 木簡 の 分析 に よ っ て 、奈良

　 時代に お け る官営銅生 産 施設 の 実態 を考察

　 され て い る 。 参照 された い 。

（33） 『木簡研 究』第 19 号 （1997 年） 。

（34）拙稿 「奈良時代 の バ カ リ」　（注 （18）） 。

（35＞棹秤の 構造に つ い て は、小 泉袈裟勝 『秤 （は

　 か り）』　（法政大学出版局 、 1982 年）を参

　 照 の こ と。

The　Japanese　System　of 　Weights　in　the　8th
Century

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Akiko　OHSUMI

　stしldied 　was 　the 　real 　state 　of 　Japanese
weights 　in　the 　8th　century 　（the　Nara 　period ）

on　 the　basis　 of 　the 　Shosoin−monjo （正 倉院文

書，the　ancient 　documents 　preserved 　in　the

Shosoin　Archive），　particularly 　the 　boQks
registering 　the　purchase 　and 　supply 　of 　some

balances ．　The　result 　revealed 　that 　in　Japan，
differerltly 　 from　 the 　Chinese　 custom 　 Qf

limiting　 the　 use 　 of 　 the　 sh6kin （小 斤 ，　 the

weights 　which 　correspond 　to 　about 　2209）　to

such 　lighter　objects 　as 　meClicine ，　there 　was
no 　clear 　distinction　between　the 　use 　of 　the

sh6kin 　 and 　 that 　 of 　 the　 daikin （大 斤 ，　 the

weights 　of 　about 　6709）．　 Seemingly 　inpractise
，

the 　sh6kin 　had　been　preferred 　to 　weigh 　with
such 　precisiQn 　as 　one 　ry6 （両 ，

　 ca ．42g），　 while

the 　daikin　 with 　lesser　precision ，
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